
課 題 目 標（達成すべき内容） 検 証

1 法令遵守意識の向上 公務外非行の防止、職員行動指針の周知・徹底 ○

2
わいせつ・セクハラ行為の防
止

わいせつ、セクハラ行為を未然に防止する。 ○

3 体罰、不適切指導の防止 生徒の人権に配慮し、体罰等が起こらないようにする。 ○

4
入学者選抜、成績処理及び進
路関係書類の作成及び取扱い
に係る事故防止

通知表、調査書、推薦書に関して、相互チェックによる事故
防止

○

5
個人情報等の管理、情報セ
キュリティ対策

パスワードの設定、誤廃棄防止、個人情報の管理 ○

6
交通事故防止、酒酔い・酒気帯び
運転防止、交通法規の遵守

交通事故を未然に防止する。
交通法規遵守、飲酒運転、酒気帯び運転を防止する。

○

7 業務執行体制の確保等
情報共有、定期テスト、成績処理等相互チェック体制、業務
協力体制を整える。

○

8 会計事務等の適正執行 適正な私費の徴収・執行を行う。 ○
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課 題

1 法令遵守意識の向上

2
わいせつ・セクハラ行為の防
止

3 体罰、不適切指導の防止

4
入学者選抜、成績処理及び進路関係書
類の作成及び取扱いに係る事故防止

5
個人情報等の管理、情報セ
キュリティ対策

6
交通事故防止、酒酔い・酒気
帯び運転防止、交通法規の遵
守

7 業務執行体制の確保等

8 会計事務等の適正執行

教育公務員としての自覚と責任をもって行動するよう、日頃から意識啓発を
行うとともに、交通事故防止、飲酒運転、酒気帯び運転に係るポスター掲示
などを実施し、注意喚起した。
情報の共有化、共通テストの浸透、成績処理等相互チェック体制、業務協力
体制を強化し業務を効率化し生徒と向き合う時間が確保できるよう常に訴え
た。ファイリングロッカーを購入しグループ業務の円滑化、情報の共有化を
推進した。

会計Gにより会計研修を実施した。年２回の監査によって、適正な私費の徴
収・執行が行われたことが確認できた。全体会議や打合せにおいて、執行手
続き等の注意点等について周知し、適正運用の徹底を図った。

　事故防止全体会議及び打合せ 年間15回 （内容：上記項目）

　事故防止全体研修会 年間２回 （内容：救急法研修会・情報セキュリティに関する理解と対応）

検証のまとめ

教育公務員としての自覚を常に持って行動するよう、新聞記事や記者発表資
料、教育長通知をもとに、意識啓発した。

全体会議・研修会において、県からの啓発資料や事例を紹介することで、教
育公務員としての自覚を促した。

全体研修をとおして、生徒の人権に配慮した適切な生徒指導の徹底を図っ
た。また、電話対応マニュアルを作成し、生徒や保護者、県民への適切な対
応を心がけるよう全体会議で周知した。

通知表、調査書、推薦書に関して、相互チェック体制を強化するとともに、
誤った文書を出さぬよう対応した。成績に関しては、教科内点検、他教科点
検、系列点検等実施し、複数名の点検者によるチェックができるよう体制を
整えた。また入学者選抜業務に関しては、入学者選抜委員が中心となり事故
防止に努め成果をあげた。

県総合教育センターより講師を二人招き、「情報セキュリティに関する理解
と対応」について、実践的な演習により理解を深めた。また、学校管理のＵ
ＳＢ使用は本数を大幅に削減し、管理の徹底を図った。個人情報の扱いにつ
いては日頃より機会を作り指導を徹底した。

≪実施と検証≫
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検 証 結 果
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（検証欄：○＝実施）


